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シンポジウムの企画の意図
　シンポジストの発表に先立ち，座長から本シンポジウ
ムの企画の意図について説明した。
　臨床現場で遭遇する疑問の種は研究として実らせるこ
とによって多くの人々で共有され，看護実践の向上に寄
与するものである。しかし，多くの場合，業務の多忙さ
や研究として解決するためのサポートがないなどの理由
で疑問の種は実ることのないまま放置される。また，本
来は疑問を解決する手段であるはずの研究が業務の一環
となり，研究本来の目的が見失われてしまう場合もあ
る。シンポジウムでは，臨床家，看護管理者，研究者が
それぞれの立場で，現場の問題を研究的に解決した経験
や，臨床現場の研究に対して行っている支援について発
表してもらい，臨床現場の疑問の種を研究として実らせ
るための示唆を得ることを期待している。
シンポジストからの実践報告
　まず，鈴木氏より，低栄養状態患者の難治性褥瘡に対
して生まれた疑問の種を研究的な視点で捉えたことに
よって治癒に成功した経験を，次いで岡田氏より，管理
者として疑問の種を研究として実らせるための支援とし
てプロジェクトという場を提供するというとりくみにつ
いて，さらに，松澤氏より，本来研究的アプローチであ
る看護実践を研究として実らせる研究的看護実践の可能
性についてそれぞれ報告が行われた。
全体討議
　会場からの質問を中心に，討議が行われた。
○ 鈴木氏の発表は，松澤氏のいう看護過程の展開は研究
的アプローチと重なるという例だが，それを研究とし
てまとめていく時にはどのような課題があるか。
松澤氏：もともと研究としてデザインされたものではな
い事例を研究としてまとめる際には，インフォームド
コンセントといった倫理的な問題などをクリアする必
要がある。しかし，形式的な手続きにこだわらず，匿
名性が保証されていれば，アカデミズムの面から事例
研究には意義があり，今後も必要な研究である。
荒木氏（千葉リハビリテーションセンター）：説明だけ
でなく，患者に診療・研究の中で自分の権利がどう
守られるかを理解してもらうことが重要。当院では，
CNSが実践に関わる時点で了解を得るようにしてい
る。研究者には研究参加者に対して自分のデータがど
う扱われたかを報告する義務もある。
○ 日々の看護実践にどのように研究をとりこんでいった
らよいか。
岡田氏：プロジェクトの成果が得られたら，次にはそれ
を共有したり，深めるような支援が必要である。
松澤氏：研究は実践とは別のものではなく，実践そのも
のが研究という問題意識を常に持つことで実践の見え
方も異なってくる。
村瀬氏（初石病院）：事例を研究としてまとめる際には
丁寧な説明と普段の信頼関係が重要である。当院で
は，事例を振り返りやすいよう看護師の認識を残せる
よう書式を変更することで，実践を振り返るように
なった。
鈴木氏：看護師にとっては書くことに対して抵抗があっ
たり，書くことが負担になったりする。
岡田氏：電子カルテの導入によってオンタイムで記録を
残すことが可能になったが，電子カルテは記録を標準
化するものでもあり，丁寧に記録を残すことと矛盾す
る。
○ 特定の現場で得られた成果を広く活用していく際に抵
抗は生じないのか。
鈴木氏：まだその段階に至っていない。成果を研究とし
てまとめるには身近に研究としてまとめるための指導
を受けられるところがあるとよい。
○ 現場の疑問を解決するような研究ではなく，大きな研
究にフィールドとして参加することについてはどう
か。
岡田氏：研究のきっかけや刺激となるものであり，きち
んと説明がなされていればよいのではないかと思う。
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松澤氏：１例の研究が必ずしも普遍性を持たないとはい
えない。目的により大きな研究がふさわしいこともあ
れば，１事例を掘り下げることが有益な場合もある。
　以上のように限られた時間ではあったが，有意義な意
見の交換が行われた。本シンポジウムを通して，看護実
践の中に疑問の種を見つけ，育んでいくためには，日々
の看護実践を丁寧に記述すること，実践を振り返るよう
な場づくりが重要であること，常に倫理的な配慮を意識
することが重要であることが示唆された。看護実践と研
究は不可分のものであることを再認識し，看護実践の成
果を研究としてまとめていくうえで生じる様々な課題と
それを克服するための方策について議論を深めることが
できたと考えられる。
